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この研究は革新的技術開発・緊急展開事業（うち経営体強化プロジェクト）及び農林水産省委託プロジェクト（高栄養プロ）の支援を受けて実施しました。

令和３年農業新技術発表会

1．イアコーンサイレージ（ECS）※は輸⼊圧ぺんとうも
ろこしと同程度以下の価格で⽣産できました。

2．気温の⾼い夏でもECSは良く⾷べるので、乳⽜が夏バ
テせず、乳量の低下を緩和する効果が確認できました。

3．⽜乳は⽢い⾹りの成分が増えて消費者から好ましいと
評価されました。

 イアコーンサイレージの詳細は「イアコーンサイレージマニュアルVer.2」（下記QRコード）を参照。
 ⾃給飼料や耕畜連携で持続可能な農業を⽬指す経営体や地域に活⽤できます。

⼀般消費者（65⼈）による
⽜乳の官能評価試験結果

マニュアル
はこちらから

1. 道内の収量と⽣産費
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※イアコーンサイレージ（ECS）とは、
とうもろこし雌穂の全体または⼀部を密
封貯蔵して発酵させたものです。

暑い涼しい

① ④②
③

ECSの良好な嗜好性により、⽇平均気
温が20℃を超える時期のECS給与は、
乳⽜の採⾷量を維持し乳⽣産性の低下
を緩和する効果が確認できました。

3. ⼀般消費者による⽜乳の評価

採⾷量が
低下しない

乳量が
低下しない

ECS給与によって
⽣産された⽜乳は
総合的においしい
と評価され、
差別化が期待でき
ます。

2. イアコーンサイレージ給与効果（乳⽜）
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ECS給与 圧ぺんとうもろこし給与区 (⼈）

総 合 的 な
お い し さ
（ 好 み ）

地域 上川
栽培委 露地 露地 ⼆⽑作 ⾃作 露地 マルチ 露地 マルチ
⾯積（ha） 65 20 5

なし 収穫
調製

年 2019 2017 2018

作業委託

調製

調製 調製収穫
調製

栽培
収穫

胆振 ⼗勝 根釧
露地

36 11 12

④寒冷地におけ
るマルチ栽培の
増収効果を確認

①作業委託なし
②まとまった⾯積 低コスト化
③⼆⽑作や⾃作栽培


